或 雨の ふる 秋の 日、 わたし は 或 人 を 訪ねる 為に 横 浜 

の 山手 を 歩いて 行った。 この辺の 荒廃 は 震災 当時 と 殆 

ど 変って ゐ なかった。 若し 少しで も 変って ゐる とすれ 

ば、 それ は 一面に スレ H トの 屋根 や 煉瓦の 壁の 落ち 重 

なった 中に 藜の 伸びて ゐる だけだった。 現に 或 家の 

崩れた 跡に は 蓋 を あけた 弓な りの ピアノ さへ、 半ば 壁 

に ひし がれた ま、、 つややかに 鍵盤 を 濡らして ゐ た。 

のみならず 大小 さまざまの 譜本も かすかに 色づ いた 藜 

の 中に 桃色、 水色、 薄 黄色な どの 横文字の 表紙 を 濡ら 

して ゐた。 

わたし はわた しの 訪ねた 人と 或 こみ 入った 用件 を 話 



した。 話 は 容易に 片づ かなかった。 わたし はとうとう 

夜に 入った 後、 やっと その 人の 家 を 辞す る ことにした。 

それ も 近近に もう 一 度 面談 を 約した 上の ことだった。 

雨 は 幸 ひに も 上って ゐた。 おまけに 月 も 風 立った 空 

に 時々 光 を 洩らして ゐた。 わたし は 汽車に 乗り遅れぬ 

為に (煙草の 吸 はれぬ 省線 電車 は 勿論 わたしに は禁も 

つだった。) 出来るだけ 足 を 早めて 行った。 

すると 突然 聞え たの は 誰かの ピアノ を 打った 音 だ つ 

た。 いや、 「打った」 と 言 ふよりも 寧ろ 触った 音だった。 

わたし は 思 はず 足 を ゆるめ、 荒涼と した あたり を 眺め 

ま はした。 ピアノ は 丁度 月の 光に 細長い 鍵盤 を 仄めか 



せて ゐた、 あの 藜の 中に ある ピアノ は。 —— しかし 人 

かげ は どこに もなかった。 

おん 

それ はたった 一音だった。 が、 ピアノに は 違 ひなか 

つた。 わたし は 多少 無気味に なり、 もう 一 度 足 を 早め 

ようとした。 その 時 わたしの 後ろに した ピアノ は 確か 

に 又 かすかに 音 を 出した。 わたし は 勿論 振リか へらず 

にさつ さと 足 を 早めつ y けた、 湿気 を 孕んだ 一陣の風 

の わたし を 送る の を 感じながら。 …… 

わたし はこの ピアノの 音に 超自然の 解釈 を 加へ るに 

は 余りに リアリストに 違 ひなかった。 成程 人 かげ は 見 

えなかった にしろ、 あの 崩れた 壁の あたりに 猫で も 潜 



んでゐ たか も 知れない。 若し 猫ではなかった とすれば、 

—— わたし はま だ その外に も 鼬 だの 蟇が へる だの を 数 

へて ゐた。 けれども 兎に角 人手 を 借らずに ピアノの 鳴 

つたの は 不思議だった。 

五日ば かりたった 後、 わたし は 同じ 用件の 為に 同じ 

山手 を 通り か、 つた。 ピアノ は 不相変 ひっそりと 藜の 

中に 蹲って ゐた。 桃色、 水色、 薄 黄色な どの 譜 本の 散 

乱して ゐる こと もや はりこの 前に 変らなかった。 只け 

ふ は それ 等 は 勿論、 崩れ落ちた 煉瓦 ゃスレ H トも 秋晴 

れの 日の 光に かがやいて ゐた。 

わたし は 譜本を 踏まぬ やうに ピアノの 前へ 歩み寄つ 
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